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平
成
28
年
第
５
回
臨
時
会
が
５
月
10
日
開
催
さ
れ
、議
会
の
役
員
及
び
各
委
員

会
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
山
田
仁
樹
議
員
が
、副
議
長
に
は
井
戸
太
郎
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
挙

で
選
ば
れ
ま
し
た
。（
議
会
構
成
、投
票
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
）

平
群
の
若
葉
青
葉
を
わ
た
る
風
も
快

く
感
じ
ら
れ
ま
す
今
日
こ
の
頃
、皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
５
月
10
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、議
会
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
す
る
と
共
に
、身
に
あ
ま
る
光
栄
に
ま

す
ま
す
身
の
引
き
締
ま
る
お
も
い
で
す
。

さ
て
、議
会
を
取
り
巻
く
昨
今
の
情

勢
と
し
て
議
員
の
資
質
向
上
は
勿
論
、

住
民
の
方
々
に
、い
か
に
議
会
・
行
政
に

興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
す
る
の

爽
や
か
な
風
が
平
群
を
包
む
季
節
に
な
り
、皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
5
月
10
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、副
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
は
、行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で
あ
り
ま
す
が
、同

時
に
、政
策
の
提
案
も
で
き
ま
す
。

平
群
が
新
し
い
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

よ
り
多
く
の
政
策
を
提
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。山
田
議
長
の
も
と
、全
力
で
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、先
進
地
を
詳
し
く
研

究
し
、平
群
の
地
域
性
に
あ
っ
た
も
の
は
取
り
入
れ
、ま

た
、そ
れ
以
上
の
も
の
を
新
し
い
発
想
と
と
も
に
生
み

出
し
て
い
く
、そ
の
よ
う
な
土
壌
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、平
群
は
財
政
難
か
つ
人
員
不
足
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。ほ
し
い
花
や
実
を
簡
単
に
買
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。自
ら
政
策
の
種
を
植
え
、育
て
、花
や
実

を
創
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の
一
端
を
担
え
る
よ

う
、議
会
も
よ
り
一
層
成
長
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
様
方
の

ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
。ど
の
よ
う
に
し
て
住
民
の
声
を
よ
り

多
く
反
映
し
て
い
く
の
か
等
、議
会
の
使

命
、責
務
に
つ
い
て
見
直
さ
れ
て
い
る
一

方
、地
方
の
町
村
で
は
、人
口
減
や
超
高

齢
化
に
伴
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
等
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
在
の
社
会
情

勢
の
中
、
10
年
、
20
年
先
の
町
の
将
来

を
考
え
た
と
き
、こ
れ
か
ら
の
平
群
町
は

他
の
自
治
体
に
な
い
、特
色
・
独
自
性
を

持
つ
町
づ
く
り
を
行
う
こ
と
も
課
題
、目

標
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

住
民
皆
様
の
声
を
原
点
に
、若
い
世

代
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
町
、住
民
が

誇
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
粉
骨
砕
身
、

力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
、ご
指
導
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

特
色
・
独
自
性
を
持
つ
魅
力
あ
る
町
に

政策の種を植え、育て、花や実を創り出そう

議　長
山田　仁樹

副議長
井戸　太郎

就任あいさつ就任あいさつ
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第３・４・５回臨時会　こんなことが決まりました

提
出
区
分

専決処分の承認を求めることについて（平群町固定資産評価審査委
員会条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（平群町税
条例等の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（平成２７年
度平群町一般会計補正予算（第6号）について）

専決処分の承認を求めることについて（平成２８年
度平群町一般会計補正予算について）
平群町放課後児童健全育成事業施設条例の一
部を改正する条例について

原案承認

原案承認

原案承認

原案承認
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議決結果議　　　　案　　　　名

山
本
隆
史

城
内
敏
之

井
戸
太
郎

森
田
　
勝

稲
月
敏
子

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

山
田
仁
樹

髙
幣
幸
生

窪
　
和
子

馬
本
隆
夫

下
中
一
郎

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○賛成　●反対（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

専
決
処
分

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

法
律
の
改
正
に
合
わ
せ
た
規
定
整

備
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
特
例
措
置
を
定
め
る
も
の
で

す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

太
陽
光
発
電
設
備
の
実
績

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
対
応
施
設
が
あ
る
の
か
。

　

償
却
資
産
の
減
額
対
象
設
備
が
あ

れ
ば
町
と
し
て
は
収
入
が
減
る
が
、

補
填
は
ど
う
い
う
形
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

太
陽
光
の
実
績
は
、
平
成

27
年
度
課
税
分
で
新
規
５
件
、
税
額

32
万
３
８
０
０
円
。
28
年
度
課
税
分

で
継
続
５
件
と
新
規
４
件
で
９
件
、

27
年
度
中
に
３
０
０
kw
の
設
備
を
備

え
た
施
設
が
１
件
設
置
さ
れ
た
の
が

大
き
く
、
税
額
１
３
８
万
３
６
０
０

円
。

　

風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
施
設
は
な
い
。

　

税
の
減
額
分
は
基
準
財
政
収
入
額

が
減
と
な
る
た
め
、
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
。

　
　
　
　

新
築
の
個
人
住
宅
に
は
屋

根
そ
の
も
の
が
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
家

も
増
え
て
き
た
。
償
却
資
産
な
の
で

課
税
対
象
外
だ
と
思
う
が
、
そ
の
基

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

屋
根
と
一
体
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
は
家
と
し
て
評
価
す
る
が
、
架

台
に
乗
せ
て
屋
根
に
設
置
す
る
も
の

や
家
屋
以
外
に
設
置
す
る
も
の
は
、

発
電
出
力
10
kw
以
上
の
も
の
が
償
却

資
産
の
対
象
に
な
る
。

専
決
処
分

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　

子
ど
も
の
未
来
応
援
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業
の
補
助
採
択

に
伴
い
、
不
登
校
児
へ
の
学
習
支

援
、
貧
困
児
童
対
象
に
係
る
ニ
ー
ズ

調
査
等
の
予
算
措
置
を
行
う
も
の
で

す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

地
域
子
ど
も
の
未
来
応
援

交
付
金
９
７
３
万
６
千
円
を
予
算
措

置
し
た
内
容
の
説
明
を
。

　
　
　
　

国
の
新
規
補
助
事
業
を
活

用
し
、
よ
り
一
層
不
登
校
対
策
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
生
活
支

援
・
学
習
支
援
の
整
備
計
画
を
立
て

る
た
め
の
実
態
調
査
を
行
い
、
関
係

機
関
の
情
報
共
有
と
支
援
方
策
の
検

討
を
す
る
協
議
会
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
家

庭
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　
　

こ
の
事
業
は
単
年
度
事
業

な
の
か
。

　
　
　
　

国
は
28
年
度
以
降
も
予
算

措
置
を
し
て
お
り
、
子
ど
も
・
子
育

て
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

28
年
度
で
は
な
く
、
27
年

度
補
正
で
手
を
挙
げ
た
の
は
な
ぜ

か
。
ま
た
、
県
下
で
補
助
採
択
さ
れ

た
市
町
村
は
ど
こ
か
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

第3回臨時会に上程された
議案及び審議を紹介します。

　平成28年の第3回臨時会が4月12日に、第4回臨時会が4月20日に、第5回臨時会が5月10日にそれぞれ
開催されました。各臨時会に提出された議案の審議内容とその結果を紹介します。

第３回臨時会 議決結果賛否一覧

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問
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不
登
校
対
策
に
力
を
入
れ

て
き
た
実
績
が
あ
っ
た
の
で
、
27
年

度
補
正
で
手
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
補
助
採
択
は
平
群
町
の
み
。

　
　
　
　

補
助
採
択
さ
れ
た
と
は
い

え
、
一
般
財
源
で
４
２
６
万
８
千
円

を
使
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
ま
で
も

不
登
校
対
策
事
業
を
実
施
し
て
き
た

の
で
、
町
の
持
ち
出
し
は
変
わ
ら
な

い
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

　
　
　
　

不
登
校
対
策
の
必
要
経
費

は
、
こ
れ
ま
で
も
一
般
財
源
で
支
出

し
て
き
た
。
補
助
採
択
が
な
け
れ

ば
、
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
は
も
う

少
し
多
く
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　

不
登
校
の
実
態
は
。

　
　
　
　

27
年
度
は
、
小
学
生
３

人
、
中
学
生
５
人
、
高
校
生
１
人
の

計
９
人
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

不
登
校
対
策
の
対
象
に

「
貧
困
が
引
き
起
こ
す
」
と
あ
る

が
、
い
じ
め
や
病
気
等
で
不
登
校
に

な
っ
た
子
ど
も
も
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
援
助
す
る
の
か
。

　
　
　
　

９
人
の
不
登
校
の
要
因
は

貧
困
で
は
な
い
。
貧
困
に
つ
い
て

は
、
実
態
調
査
を
し
、
支
援
体
制
を

協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い

ろ
ん
な
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
対
応
し
て
き
た
。
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
毎
日
来
る
よ
う
に
な
り
、
学

校
へ
復
帰
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
子

ど
も
も
お
り
、
不
登
校
児
へ
の
支
援

を
重
点
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
旧
西
小
へ
行
く
と
場
所
が
遠
く
な

る
。
友
達
と
離
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
な

ら
な
い
か
。

　
　
　
　

不
登
校
の
原
因
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
学
校
と
は
別
の
場
所

だ
っ
た
ら
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

中
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
状
況
が

あ
る
。
主
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
中
学
生
、
旧
西
小
は
小
学
生
で
あ

る
が
、
旧
西
小
に
は
広
い
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
中
学
生
も
必

要
に
応
じ
て
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
利
用
し
、
う
ま
く
学
習
支
援
に
活

用
し
て
い
る
。

　
　
　
　

貧
困
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
未
来
応
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も

含
め
た
調
査
を
さ
れ
る
と
思
う
が
、

い
つ
ま
で
に
や
る
の
か
。

　
　
　
　

夏
ま
で
に
実
態
を
把
握
し

た
い
。

専
決
処
分

　

平
成
28
年
度
平
群
町

　

一
般
会
計
予
算

　

投
資
的
経
費
や
新
規
事
業
と
い
っ

た
政
策
的
経
費
を
削
除
し
、
義
務
的

経
費
や
法
令
の
定
め
が
あ
る
経
費
を

中
心
と
し
た
骨
格
予
算
で
、
総
額
59

億
５
千
万
円
。主

な
質
疑

　
　
　
　

選
択
肢
に
暫
定
予
算
も

あ
っ
た
が
、
骨
格
予
算
に
し
た
理
由

は
。

　
　
　
　

暫
定
予
算
は
、
本
予
算
成

立
ま
で
の
つ
な
ぎ
予
算
な
の
で
、
一

定
の
期
間
を
定
め
て
必
要
な
経
費
を

計
上
す
る
こ
と
に
な
り
、
切
れ
目
の

な
い
行
政
を
し
て
い
く
の
に
支
障
が

出
る
と
考
え
た
。
骨
格
予
算
は
暫
定

予
算
と
同
じ
く
義
務
的
経
費
、
必
要

経
費
、
住
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い

経
費
を
積
み
上
げ
た
も
の
だ
が
、
通

年
的
な
予
算
計
上
が
で
き
る
た
め
。

　
　
　
　

仮
置
き
焼
却
灰
撤
去
事

業
、
消
防
水
利
弱
点
地
域
解
消
事

業
、
年
次
計
画
で
進
め
て
き
た
事
業

を
な
ぜ
抜
い
た
の
か
。

　
　
　
　

骨
格
予
算
は
普
通
建
設
事

業
的
な
も
の
は
削
除
す
る
の
が
通

例
。
重
要
性
・
必
要
性
・
継
続
性
は

十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
骨
格
予
算

の
性
格
上
削
除
し
た
。
仮
置
き
焼
却

灰
の
撤
去
は
町
の
義
務
。
他
の
事
業

も
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
。
次

の
臨
時
議
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し

て
可
決
い
た
だ
き
、
遅
滞
な
く
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

町
予
算
で
駅
周
辺
整
備
事

業
６
億
７
３
０
０
万
円
は
、
組
合
に

と
っ
て
は
15
億
２
６
０
０
万
円
の
事

業
。
１
年
間
で
執
行
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

28
年
度
で
全
て
執
行
す
る

の
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
移
転
の

関
係
は
期
間
も
要
る
の
で
、
繰
り
越

し
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

繰
り
越
し
は
１
年
限
り
の

た
め
、
29
年
度
で
執
行
で
き
な
か
っ

た
補
助
金
は
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
現
人
事
体
制
で
高
額
な
予

算
執
行
が
で
き
る
の
か
。
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
部
分
的
に
工
事
を
し
て
も

支
障
が
な
い
方
法
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
　

町
職
員
の
役
割
や
、
交
渉

と
設
計
業
務
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
関
係

も
あ
り
、
現
体
制
で
や
り
き
る
覚
悟

で
進
め
た
い
。
工
事
は
出
来
る
と
こ

ろ
か
ら
発
注
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

予
算
措
置
が
な
い
状
況
で

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

交
付
申
請
が
で
き
な
い
。
申
請
期
限

は
い
つ
な
の
か
。

　
　
　
　

内
示
が
来
て
か
ら
１
カ
月

が
目
安
に
な
る
の
で
、
４
月
末
に
は

申
請
で
き
る
よ
う
に
万
全
を
期
し
て

準
備
を
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

１
カ
月
の
学
童
保
育
料
を
入
所
児

童
１
人
目
４
千
円
か
ら
３
千
円
、
２

人
目
３
千
円
か
ら
２
千
円
、
３
人
目

２
千
円
か
ら
無
料
に
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

収
入
減
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

約
１
４
６
万
円
。

　
　
　
　

保
護
者
負
担
金
が
同
等
か

低
い
近
隣
自
治
体
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
異
な
る

の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
上
牧

町
・
王
寺
町
・
河
合
町
が
３
千
円
で

１
番
安
い
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
総
額
は
14
億
６
７
４
８
万
２

千
円
。
骨
格
予
算
で
あ
る
当
初
予
算

に
、
重
点
的
に
町
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
に
必
要
な
政
策
的
経
費
の
計

上
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
の

実
施
、
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付

金
事
業
の
補
助
採
択
に
伴
う
予
算
措

置
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

毎
年
決
算
で
２
億
円
の
不

用
額
が
出
て
い
る
。
予
算
書
を
つ
く

り
直
す
中
で
無
駄
を
省
く
努
力
を
ど

の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　

10
月
か
ら
の
予
算
編
成
に

当
た
り
、
編
成
方
針
で
必
要
な
い
も

の
は
計
上
し
な
い
と
し
て
精
査
を
し

な
が
ら
予
算
措
置
を
し
た
の
で
、
結

果
と
し
て
こ
れ
が
今
の
平
群
町
の
予

算
と
考
え
て
い
る
。
執
行
段
階
で
無

駄
を
省
く
努
力
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　

骨
格
予
算
と
補
正
予
算
を

足
す
と
74
億
１
７
４
８
万
２
千
円
。

３
月
28
日
に
町
が
出
し
た
予
算
73
億

５
５
０
０
万
円
に
約
６
２
０
０
万
円

を
追
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
５
６
６
４
万
１
千
円

と
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付

金
事
業
２
７
４
万
３
千
円
以
外
に
動

い
た
金
額
の
説
明
を
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
推
進

事
業
費
で
委
託
契
約
が
課
税
対
象
と

な
り
２
４
０
万
円
の
増
額
、
駅
周
辺

整
備
事
業
の
補
助
金
の
内
示
額
が
多

く
１
０
０
万
円
の
増
額
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
５
施
設
に
設
置
す
る
費
用
を

実
施
設
計
レ
ベ
ル
で
金
額
を
積
算

し
、
４
０
４
万
円
の
増
額
、
補
助
採

択
に
伴
い
27
年
度
補
正
予
算
で
措
置

し
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
賃
金

で
４
５
０
万
円
の
減
額
。

　
　
　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
と

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
へ
の

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
時
期
は
。

　
　
　
　

９
月
１
日
か
ら
受
付
す

る
。

　
　
　
　

こ
の
２
つ
の
給
付
金
は
28

年
１
月
１
日
に
住
民
票
が
平
群
町
に

あ
る
方
が
対
象
。
前
住
所
で
申
請
手

続
を
す
れ
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
広

報
等
に
書
か
れ
て
い
な
い
。
丁
寧
な

説
明
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
し
く
案
内
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

地
域
少
子
化
対
策
重
点
推

進
交
付
金
事
業
２
７
４
万
３
千
円

は
、
恋
ま
ち
・
育
ま
ち
・
へ
ぐ
り
っ

ち
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
今
年
度
の
具
体
的
な
事
業

内
容
は
。

　
　
　
　

結
婚
応
援
編
と
し
て
若
者

の
結
婚
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
町
内
農
業
者
や
商
工
業
者
の

独
身
者
を
中
心
に
参
加
を
促
し
、
恋

愛
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
を
醸
成

す
る
た
め
、
異
性
へ
の
接
し
方
や
恋

愛
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
の
講

座
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、
恋

愛
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。
ま
た
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
後
に
悩
み
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
く
予
定
で
、
詳
細
は
５

月
中
に
決
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
推
進

事
業
費
で
消
費
税
相
当
分
２
４
０
万

円
が
増
額
と
な
っ
た
説
明
を
。

　
　
　
　

コ
ミ
バ
ス
事
業
者
と
協
議

し
、
消
費
税
の
対
象
事
業
と
な
っ
た

た
め
。

　
　
　
　

駅
周
辺
整
備
事
業
で
１
０

０
万
円
増
額
と
な
っ
た
説
明
を
。

　
　
　
　

事
業
費
３
億
４
５
０
０
万

円
の
２
分
の
１
が
国
庫
補
助
と
な

り
、
１
億
７
２
５
０
万
円
の
歳
入
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
内
示
額
が
四
捨
五
入

の
関
係
で
50
万
円
ア
ッ
プ
し
て
１
億

７
３
０
０
万
円
と
な
っ
た
た
め
、
３

億
４
６
０
０
万
円
の
補
助
対
象
事
業

と
し
て
予
算
計
上
し
た
。

第４回・５回臨時会　こんなことが決まりました

提
出
区
分
（第４回臨時会）
平成２８年度平群町一般会計補正予算（第１号）について
（第５回臨時会）
平群町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

原案可決
原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

議決結果議　　　　案　　　　名
山
本
隆
史

城
内
敏
之

井
戸
太
郎

森
田
　
勝

稲
月
敏
子

植
田
い
ず
み

山
口
昌
亮

山
田
仁
樹

髙
幣
幸
生

窪
　
和
子

馬
本
隆
夫

下
中
一
郎

町
長
提
出

議
　
　
案

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

※議長は採決に加わりません

第４回臨時会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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平
群
  議
会
だ
よ
り

平
成
2
8
年
6
月
1
日

N
o. 256

4月
、5月

臨
時
会

発
行
／
平
群
町
議
会
  編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
636-8585  奈

良
県
生
駒
郡
平
群
町
吉
新
1-1-1

TEL&
FA
X
  0745-45-0012  E-m

ail gikai@
tow
n.heguri.nara.jp

議 　 長 　 山　田　仁　樹 副　議　長 　 井　戸　太　郎

名　　　称 委 員 長

下 中 一 郎

森 田  　勝

山 本 隆 史

窪　  和 子

馬 本 隆 夫

髙 幣 幸 生

植田 いずみ

山 口 昌 亮

山 口 昌 亮

委 　 　 員

城 内 敏 之

山 本 隆 史

井 戸 太 郎

城 内 敏 之

森 田  　勝

山 本 隆 史

城 内 敏 之

森 田  　勝

森 田  　勝

山 口 昌 亮

井 戸 太 郎

山 田 仁 樹

井 戸 太 郎

稲 月 敏 子

井 戸 太 郎

山 口 昌 亮

植田 いずみ

植田 いずみ

山 田 仁 樹

稲 月 敏 子

窪　  和 子

山 口 昌 亮

植田 いずみ

稲 月 敏 子

窪　  和 子

髙 幣 幸 生

髙 幣 幸 生

髙 幣 幸 生

馬 本 隆 夫

馬 本 隆 夫

山 田 仁 樹

山 田 仁 樹

下 中 一 郎

馬 本 隆 夫

下 中 一 郎

下 中 一 郎

副委員長

窪　  和 子

植田 いずみ

下 中 一 郎

稲 月 敏 子

髙 幣 幸 生

城 内 敏 之

森 田  　勝

山 本 隆 史

山 本 隆 史

総務建設委員会

文教厚生委員会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

下水道事業
　　　 特別委員会
駅周辺整備事業
　　　　特別委員会
財政検討
　　　 特別委員会
議会改革
　　　 特別委員会
公共交通対策
　　　 特別委員会

議 会 運 営 委 員 会

議会だより編集委員会

議　会　の　構　成

投票総数 12 票
有効投票 12 票
　山田仁樹 ６ 票
　下中一郎 ６ 票

議長選挙投票結果議長選挙投票結果

副議長選挙投票結果副議長選挙投票結果

得票が同数のためくじ引き
当選 　山 田 仁 樹

投票総数 12 票
有効投票 12 票
　山本隆史 ６ 票
　井戸太郎 ６ 票

得票が同数のためくじ引き
当選 　井 戸 太 郎

３月議会に上程され、初日に即決した
議案及び質疑を紹介します。
第５回臨時会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

編 

集 

後 

記

　

５
月
10
日
の
臨
時
会
で
編

集
委
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
号
は
、
３
月
の
定
例
会

で
新
年
度
一
般
会
計
予
算
が

成
立
し
な
か
っ
た
た
め
、
４

月
に
開
催
さ
れ
た
２
回
の
臨

時
会
の
審
議
内
容
と
結
果
も

掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
好
評
を
得
て

い
た
「
町
の
話
題
」
は
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
き
つ
づ
き
、
議
会
の
活

動
が
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ

く
わ
か
る
紙
面
に
な
る
よ
う

努
力
・
工
夫
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

記

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う

措
置
で
、
①
課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
②
課
税
軽
減
の
判
定
所
得
の
基
準

額
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

　

①
医
療
分
52
万
円
↓
54
万
円

　
　

支
援
金
分
17
万
円
↓
19
万
円

　

②
５
割
軽
減
対
象
世
帯
の
所
得
＝

33
万
円
＋
被
保
険
者
数×

26
万
円
↓

33
万
円
＋
被
保
険
者
数×

26
万
５
千

円
　

２
割
軽
減
対
象
世
帯
の
所
得
＝
33

万
円
＋
被
保
険
者
数×

47
万
円
↓
33

万
円
＋
被
保
険
者
数×

48
万
円

主
な
質
疑

　
　
　
　

５
割
・
２
割
の
軽
減
拡
充

に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
額
と
、
世
帯

数
の
変
化
は
。

　
　
　
　

昨
年
７
月
の
デ
ー
タ
で
試

算
す
る
と
、
税
収
へ
の
影
響
は
５
割

軽
減
で
37
万
３
千
円
、
２
割
軽
減
で

５
万
円
の
減
収
と
な
る
。

　

世
帯
数
は
、
５
割
軽
減
が
現
行
の

３
２
９
世
帯
か
ら
３
４
１
世
帯
に
、

２
割
軽
減
が
４
６
４
世
帯
か
ら
４
７

０
世
帯
に
増
加
す
る
。

答
弁

質
問

山田新議長と新編集委員
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